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年所得 A
年額

国保料 B
負担率

B/A
法定外

繰り入れ

 日立市 508,012円 80,267円 15.8％ 1,308円 

 水戸市 670,962円 89,703円 13.4％ 14,553円 

 土浦市 662,687円 88,230円 13.3％ 14,442円 

 ひたちなか市 613,768円 75,705円 12.3％ 13,165円 

 つくば市 830,179円 94,375円 11.4％ 8,399円 

茨城県資料（平成26年度）

国保加入者一人当たりの所得と保険料

                                     

                   

 
国

民
健

康
保

健

事
業

は
、

２
０

１
 

                

                 

８
年

度
よ

り
、

都
道

府
県

が
国

保
の

「
保
 

険
者
」

に
な

り
、

市
町

村
の

国
保

を
統

括
・
監

督
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

 
国

保
の

実
態

は
、

加
入

者
の

う
ち

、
医

療
を

よ
り

必
要

と
す

る
高

齢
者

が
４

割
と

多
く

、
所

得
２

０
０

万
円

以
下

の
低

所
得

者
が

８
割

を
占

め
る

な
ど

構
造

的
矛

盾
が

深
刻

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

 
茨

城
県

は
来

年
度

の
保

険
料

の
試

算
を

し
て

い
ま

す
が

、
一

人
当

た
り

保
険

料
の

増
加

額
は

約
８

千
円

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

３
人

家
族

で
は

２
万

４
千

円
の
増

加
額

に
な

り
、

矛
盾
を

深
刻
に
し

ま
す
。
 

 
日
立

市
の

試
算

の
結

果
と

、
引

き
上

げ
な

い
た

め
の

方
策

に
つ

い
て
質

問
し

ま
し

た
。
 

 
保

健
福

祉
部
長「

40歳
以

上
の

夫
婦

と
子

ど
も

一
人

の
家

族
で

、
給
与

収
入

が
２

５
０

万
円

の
モ

デ
ル

世
帯
で

試
算

し
、

保
険

料
が

増
加

の
傾

向
に
な

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
県

か
ら

標
準
保

険
料

率
、

納
付

金
が

示
さ

れ
、

今
年
度

後
半

に
は

本
市

の
保

険
料

率
を

決
め
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

引
き

上
げ

が
必
要

と
な
 

      
「
生

物
多

様
性

」
の

認
知

度
を

高
め

る
こ

と
や

、
市

内
で

太
陽

光
パ
ネ

ル
整

備
が

山
林

伐
採

で
行

わ
れ

て
い
る

こ
と

な
ど

環
境

へ
の

影
響

の
不

安
に
つ

い
て

質
問

し
ま

し
た
。
 

 
環

境
政

策
部

長
「

日
立

市
環

境
基

本

計
画

第
２

次
計

画
で

生
態

系
及
び

生
物

多
様

性
の

確
保

を
位

置
づ

け
、
市

民
や

事
業

者
の

取
組

み
と

し
て

、
貴
重

な
野

生
生

物
の

保
護

や
山

林
等

の
開
発

に
際

し
て

、
負

荷
抑

制
な

ど
を

求
め
て

い
ま

す
」「

昨
年
６

月
に
一

定
規
模

以
上
の
太

陽
光

発
電

整
備

事
業

に
対

し
て
の

市
独

自
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

設
け

て
お
り

、
適

正
な

整
備

を
促

し
て

い
ま

す
。
自

然
環

境
の

保
全

、
生

物
多

様
性

の
重
要

性
を

よ
り

い
っ

そ
う

周
知

、
啓

発
し
て

ま
い

り
ま

す
」
 

 
小

林
議

員
は
「

開
発

行
為

を
す

る
さ
 

る
こ

と
が

予
想
さ

れ
ま

す
。

保
険

料
算

定
に

影
響

す
る
医

療
費

の
適

正
化

、
保

険
料

の
収

納
率

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
」
 

 
大

曽
根

議
員
「

国
保

料
は

今
で

も
高

す
ぎ

て
、

加
入
者

は
悲

鳴
を

上
げ

て
い

ま
す

。
水

戸
市
、

ひ
た

ち
な

か
市

、
つ

く
ば

市
、

土
浦
市

な
ど

で
は

自
治

体
が

一
般

会
計

か
ら
の

法
定

外
繰

り
入

れ
を

し
て
、国

保
料

負
担
を

下
げ
て

い
ま

す
。

日
立

市
も

県
平
均

な
み

の
一

人
当

た
り

一
万

円
の

繰
り
入

れ
で

、
引

き
下

げ
が

求
め
ら

れ
て
い

ま
す
」（

上
表

参
照
）
 

  

い
に

は
環

境
問
題

の
専
門

家
が

評
価

、
生

物
多

様
性

保
護

を
重

視
し

た
事

業
と

す
べ

き
で
あ
 

る
」
と

要
望
し
ま

し
た
。
 

     
教
育
勅
語

ち
ょ

く
ごに

つ
い
て

、
歴
代
政
権
と

文
部
科
学
省

が
、
教
材

と
し

て
扱

う
こ

と
を
否

定
し

て
き

ま
し

た
が

、
安
倍
政

権
が

一
定

の
前
提

の
も

と
使
用

を
認

め

る
と

し
た

こ
と

に
つ

い
て
、

市
は
教
材

と
し
て
扱

う
か
見
解

を
質
し

ま
し
た

。
 

 
教

育
部

長
「
文
科
省
作
成

の
道
徳
用

教
材

な
ど

を
活
用

、
ま

た
、
地
域

の
人

と
の
交
流
等

で
、

道
徳

的
な
価
値

や
実

践
力
の
育
成

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
」
 

小
林

議
員

は
教

材
に

は
使
用

し

な
い

こ
と

を
求

め
ま
し

た
。
 

 

請
願

・
陳

情
 

 ○
若

い
人

も
高

齢
者

も
安

心
で

き
る
 

年
金
制

度
を

求
め

る
請

願
 

提
出
者
 
＝ 年
金
者
組
合
日
立
支
部
 

 
多

く
の

高
齢

者
は

低
年

金
で
暮

ら
し

て
お

り
毎

月
支

給
を
望
ん

で

い
る
。
ま

た
、
支
給
開
始

年
齢
の

引

き
上

げ
に

は
若

い
人

か
ら

も
不
信

の
声
が
出
て

い
る

と
し

て
、
日

本
共

産
党
は

採
択

を
求

め
ま

し
た

。
他

会

派
す
べ

て
の
反

対
で

不
採
択
に

。
 

○
障

害
者

の
生
き

る
基

盤
と

な
る
「

暮
 

ら
し
の

場
」
の
早

急
な
整
備

を
求

め

る
意

見
書

を
内

閣
総

理
大

臣
に

提

出
す
る

こ
と
を

求
め

る
請

願
 

提
出
者
 
＝
 障
害
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
茨
城
県
連
絡
協
議
会
 

 
多
く

の
障
害
児

者
と

家
族

は
、
社

会
か
ら

の
孤

立
と

家
族
依
存

、
老
障

介
護

等
の

生
活

が
続

い
て

お
り

、

「
暮

ら
し

の
場

」
の

整
備

は
切

実
な

願
い
だ

と
、
日

本
共
産
党

は
採
択
を

求
め

ま
し
た

。
他

会
派
は
す
べ

て
反

対
し

、
不
採
択

に
。
 

○
精
神
障
害
者
に
対
す
る
公
共
交
通
運
 

賃
割
引
制
度
の
適
用
を
求
め
る
陳
情
 

提
出
者
 
＝
 ハ
ー
ト
ね
っ
と
日
立
市

民
の
会
 

 
鉄
道

、
バ
ス
な

ど
、
国
は
身
体
障

害
者

お
よ

び
知

的
障
害

者
に
運
賃

割
引
制

度
を
設

け
て

い
る

が
、
精
神

障
害
者

は
対
象
と

し
て

い
な

い
。
採

決
の

結
果

は
全

会
一
致

で
採
択

さ

れ
、
国

へ
意
見
書

が
送

付
さ
れ

る
こ

と
に
な

り
ま
し

た
。
 

日立市議会６月定例会 

国保料の値上げストップ！ 
国保の都道府県化で負担増が 

 
日
立
市
議
会
平
成

29年
度
第
２
回
定
例
会
が
６
月
８
日
か
ら

22日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
一
般
質
問
で
は
大
曽
根
議
員
が
、
１
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て
 

２
、
茨
城
港
日
立
港
区
に
お

け
る
津
波
・高

潮
対
策
に

つ
い
て
 

３
、
住

宅
リ

フ
ォ
ー

ム
助

成
制

度
の
創

設
に
つ
い
て
 

４
、
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
 

５
、
教
育
費
保
護
者
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
小
林
議
員
が
、
１
、
学
習
指
導
要
領
・幼

稚

園
の
教
育
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て
 
２
、
「
教
育
勅
語
」
に
つ
い
て
 

３
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
 

４
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削

減
に
つ
い
て
 
５
、
市
民
の
安
全
安
心
を
第
一
に
、
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働
中
止
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、質

問
し
ま
し
た
。
 

 
主
な

議
案
は
、
平
成

29年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や

、
期
間

の
延
長
に
伴
う
大
甕
駅
自
由
通
路
整
備
工
事
の
委
託
契
約
の
変

更
、新

庁
舎
移
転
に
伴
う
条
例
改
定
な
ど

17件
で
す
。
 

 
日
本
共
産
党
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
活
用
に
関
す
る
条

例
２
件
に
つ
い
て
、
制
度
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
大
曽
根
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
 

生
物

多
様

性
の

保
護
 

大
曽

根
議

員
の

一
般

質
問

 

小
林

議
員

の
一

般
質

問
 

〝
教

育
勅

語
〟

を
 

認
め

な
い

! 



 

茨城北部地区委員会メールアドレス ibahoku@jcp-net.jp 

     
東
海

第
二
原

発
に
つ

い
て

事
業

者
が

再
稼
働

を
進

め
る

た
め

の
申
請

を
し

よ

う
と
し

て
い

ま
す

。
先

に
登
壇

し
た
伊

藤
智
毅
議
員

と
重
複
し

質
問

は
割
愛

し

ま
し
た

が
、

総
務

部
長

の
答
弁

は
事

業

者
が
申
請

を
行
う

か
ど

う
か

を
ま
だ

決

め
て
い
な
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
 

 
し
か

し
、
再
稼
働

へ
向
け

て
の
段

取

り
を
行

っ
て

い
る

こ
の
時
期

に
「
現
段

階
で
再
稼
働

を
認

め
る

わ
け

に
は

い
か

な
い
」
と
、
な
ん
ら
か
の
意
見

表
明
が
、

市
長
、
あ
る

い
は
首
長
懇
談

会
、

安
全

対
策
首
長

会
議
で

さ
れ

な
い

と
、

市
民

の
安
全

安
心

を
守

る
責
任

を
、
原

子
力
 

     
学
習
指
導

要
領

等
の
改
訂

で
、
中
学

校
の
武

道
に
銃
剣

道
が
明
記

さ
れ

た
こ

と
や
、
幼
稚
園

で
も
「
君
が
代
」

を
教

え
る
こ
と
が
議
論

を
よ

び
ま
し
た
。（

全

面
実
施

は
小
学
校

２
０

２
０

年
度

、
中

学
校

２
０
２
１
年
度
）
 

 
日
本
共
産
党

は
、
子

ど
も

た
ち

に
軍

国
主
義

を
肯

定
・
美
化

す
る
戦
前

の
価

値
観

を
押
し

付
け

、
教
育

へ
の
国

家
統

制
を
強

め
る

２
０

０
６

年
改

正
の
教
育

基
本
法

に
反

対
し

ま
し

た
が

、
こ

れ
を

進
め
る
内
容
で
す
。
 

 
こ

れ
ま

で
の

も
の

と
大

き
く
変

わ

り
、
子

ど
も

た
ち

に
身

に
着

け
さ
せ

る

「
資
質
・
能
力

」
を
規
定

し
、
そ
の
達
成
 

    安
全

規
制
委
員

会
に
委
ね

て
し
ま

っ
て

い
る

と
思
わ

れ
て

も
し

か
た

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
東
海

第
二
原

発
と
同
型

の
１
９
７

０

年
代
沸
騰

水
型
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
原

発
は

国

内

11基
で
他

は
す
べ

て
廃
止
措

置
で

す
。

80年
代
型

に
し
て
も
、
再
稼
働
申

請
を

し
て
い

る
の

は
、

８
基

の
う

ち
２

基
の

み
で
す
。
 

 
部
分

的
に
更
新

は
で

き
て

も
、

基
礎

的
な

と
こ
ろ

は
交
換

で
き
な

い
た

め
、

延
命

化
に
は
限
界

が
あ
り
ま

す
。
 

 
東
海

第
二
原

発
の
再
稼
働
中
止

を
求

め
ま

し
た
。
 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

を
中
心

に
す
え
て

お
り
、
国
家

権
力

が
上
か
ら
「
こ

う
い
う
人

間
に
な
れ
」
と
決
め

て
押
し
付
 

け
て

い
る
よ
う
で
す
。
 

 
人
格

そ
の

も
の

へ
の

国
家

統
制

に
つ

な
が

る
も
の

で
す

。
新
学
習
指
導

要
領

の
方
針

を
ど

う
進

め
る

の
か

質
問

し
ま

し
た

。
 

 
教

育
部
長

「
学
校
運
営
協
議

会
制

度

モ
デ

ル
校
設

置
で
地
域

と
共

に
あ

る
学

校
づ

く
り
」

や
「
主
体

的
・

対
話

的
で

深
い
学

び
」

の
実
現
を

め
ざ

す
こ

と
な

ど
を
あ

げ
「
児
童

生
徒

の
新

し
い
時
代

に
必

要
と
な

る
資

質
や
能
力

の
育
成

を
 

進
め

て
 

ま
い

り
 

ま
す

」
 

 

    
第
３
期
日

立
市

環
境

保
全

率
先

実
行

計
画
（
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ

ラ
ン
）

に
つ

い
て
、

市
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減

の
取

組
み
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

。
 

 
環
境

政
策

部
長

「
温
室
効

果
ガ
ス

の

削
減
目

標
と

し
て

平
成

22年
度
比

で

毎
年
５
％
以

上
削
減

す
る
と

し
た
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
プ

ラ
ン

で
昨

年
６

・
６
％
削

減
な
ど

一
定

の
成

果
を

上
げ

て
ま

い
り
 

       
現
在

茨
城
港
日

立
港
区

に
お

い
て

、

津
波

・
高
潮

対
策

と
し

て
、
防
潮
堤

と

埠
頭

へ
の
出

入
り
口
に

な
る
陸
閘

り
っ

こ
うの

整

備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
同
時

に
瀬

上
川

水
門

の
整

備
も
始

ま

り
ま
し

た
。平
成

26年
の
住
民
説
明

会

で
地
元
住

民
が
強

く
要
望
し

た
と

き
の

説
明

で
は
、「

水
門
の
運
用

は
自
動
化
の

方
向
」

で
し

た
。
完
成

後
の
維
持
管
理

に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。
 

 
総
務

部
長
「
現
在

茨
城
県
が
、
津
波
・

高
潮
対

策
と

し
て

、
計

画
延
長

２
、

３

０
０
ｍ

の
区
間

、
防
潮
堤

、
陸
閘

、
瀬

上
川
整

備
を
進
め

て
い

ま
す

。
い
ず

れ

も
平
成

30年
度
完
成

の
予
定
で

す
。瀬

上
川
水
門
に

つ
い

て
は

、
東

日
本
大
震

災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
災
害
時

に
お

け

る
迅
速

か
つ

確
実

な
閉
鎖

、
お

よ
び
操

作
員

の
安
全

確
保

の
両

立
を

基
本

に
整
 

ま
し
た

。
 

 
新
庁
舎

は
環

境
に

や
さ

し

い
庁
舎

と
し

て
、

自
然

採
光
 

・
自

然
換
気

の
積
極

的
な
活
用
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明

、
太

陽
光

発
電

設
備

、
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
（
＊
）

な
ど

を
導

入
。

引
き
続

き
ク
ー

ル
ビ
ズ

等
、

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
推
進

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
」
 

 
＊
発
電
時
の
排
熱
を
再
利
用
。
 

空
調
設
備
に
利
用
。
 

   

備
が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

津
波
警
報

が
発

表
さ

れ
た
場

合
な

ど
に

は
、

自
動

で
水
門

が
閉
鎖

す
る

と
と

も
に

、
離
 

れ
た
場

所
か

ら
遠
隔
操
作

で
閉
鎖

で
き

る
構
造

と
な
っ
て

い
ま
す

。
 

 
整
備

後
の
維
持
管
理

は
、

基
本

的
に

茨
城
県

日
立
港
区

事
務

所
で

す
。

し
か

し
、
同

事
業

所
が
津
波
浸
水

想
定
区
域
 

な
の

で
、

本
市

に
対

し
て
遠
隔

操
作

な
ど

管
理

業
務

の
一
部

を

委
託

す
る

考
え

が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
県

と
の
協
議

を
す

す
め

て
い

き
ま

す
」
 

 

    
こ

の
制

度
は

市
民

が
自
宅

の
リ
フ
ォ

ー
ム
（

内
装

、
塗
装

、
外
壁

、
増
改
築

な
ど
）

を
、

市
内

の
建

設
業

者
に

発
注

し
た
場
合

、
そ

の
工

事
費
の

一
定

額
を

市
民

に
助
成

す
る

も
の

で
、
建
設

業
者

の
仕
事

確
保

に
な

り
、
地
域
経
済

の
活

性
化

に
も
な

り
ま
す

。
 

 
土

浦
市

で
は

２
０

１
４
年

か
ら

実
施

し
て
い

て
、
補
助
率

10％
限
度

額

10

万
円

で
す

。
２
０

１
５

年
度

は
１

、
７

０
０

万
円

の
予
算

で
、

そ
の

年
の

８
月

に
、

２
２

０
名

の
申
請

で
締

め
切

り
。

総
工

事
費

は
２
億

５
千

万
で

予
算

の

15倍
で
し

た
。
 

 
実
施

し
て

い
る

土
浦

市
、
常
陸
大
宮

市
、
高
萩
市

の
状
況

を
聞

き
ま

す
と

、

工
事

内
容

と
し

て
、

外
壁
塗
装

、
ト

イ

レ
、
浴
室

、
キ
ッ
チ

ン
の
改
修
、
屋
根
 

     
２

０
１
７

年
度

よ
り

要
保

護
世

帯
へ

の
就
学
援
助

の
う

ち
新

入
学
児
童

生
徒

に
対
す

る
入
学
準

備
費
用
の

、
国

の
補

助
単
価

が
引

き
上

げ
ら

れ
、
小
学

生
４

０
、
６

０
０

円
に

、
中
学

生
４
７

、
４

０
０

円
に

な
り

ま
し

た
。
準

要
保

護
世

帯
（

要
保

護
に

準
ず

る
程

度
に
困
窮

し

て
い

る
世

帯
）

に
つ

い
て

も
引

き
上

げ

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
入
学

準
備

費
用

に
つ

い
て

は
、
現
在

日
立

市
も
含

め
７

月
以
降
の
支
給
に

な
っ
て

い
る
が

、
入
 

    の
修
理

な
ど

で
、
建

物
の

保
持

、
機
能

性
向

上
で
効

果
が
あ

っ
た

と
述
べ

て
い

ま
す

。
日

立
市

で
も
実
施

す
る

こ
と

を

求
め
ま

し
た
。
 

 
都

市
建

設
部

長
「
現
時
点

に
お

け
る

本
市

の
住
宅
政

策
は

、
耐
震

化
の

促
進

と
空

家
対

策
が
喫
緊

の
課
題

で
あ

り
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度

に
つ

い
て

は
、

先
進
事
例

の
研
究
を

し
て
い

き
ま

す
」
 

 
大

曽
根

議
員

は
「
耐
震

化
促
進

は
大

事
な
課
題
だ

が
、
耐
震

化
を
ク
リ
ア

し

て
い
て

も
、

10年
、

20年
、

30年
経

て
ば

、
建

物
は
傷
ん

で
く

る
。

市
民

は

早
め

に
修
繕

し
て

、
延
命

化
を
図

っ
た

り
、
機
能

性
を

向
上
さ
せ
て

、
住

生
活

を
少

し
で

も
豊

か
に
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

。
そ

こ
を
支
援

す
る

こ
と
も
大

事

な
課
題

で
あ
る

」
と
述
べ

ま
し

た
。
 

    学
前
支

給
が

全
国

的
な
流
れ

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ど
の

よ
う

に
考
え

て
い

る
の

か
聞

き
ま

し
た
。
 

 
教

育
部

長
「

本
市

で
は

、
こ
れ

ま
で

も
準

要
保

護
世

帯
へ
の
支

給
額

は
、

要

保
護

世
帯

と
同

額
と

し
て

き
た
経
緯

が

あ
り

、
今
回

も
同

様
に

取
り
扱
え

る
よ

う
検
討

し
ま

す
。
学
用
品
費

等
の
支

給

に
つ

い
て
も

、
全

国
的

な
入
学
前
支

給

に
あ

わ
せ
て

、
保

護
者

の
負

担
軽
減

を

図
る

た
め
に
検
討
し
ま

す
」
 

就
学

援
助

制
度

の
拡

充
 

入
学

準
備

費
用

の
入

学
前

支
給

を
 

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

中
止
を

! 

小
林

議
員

の
一

般
質

問
（

続
き

）
 

安
倍
政
権
下
の
教
育
 

新
学
習
指
導
要
領

 

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
 

大
曽

根
議

員
の

一
般

質
問

（
続

き
）

 

瀬
上
川
水
門
整
備
と
 

維
持
管
理
に
つ
い
て
 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
 

住
環
境
の
向
上
を
 

整備中の防潮堤と流入する海水圧で自動閉門する陸閘（りっこう） 


